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此
の
地
は
、
不
開
門
の
内
丹
後
屋
敷
の
向
に
て
、
後
に
今
井
屋
敷
と

呼
ぺ
り
。
今
大
谷
廟
堂
と
い
へ
る
地
左
り
。
菅
家
見
聞
集
に
云
ふ
。

寛
文
三
年
掘
二
代
奥
左
衛
門
緑
を
僻
し
、
他
園
へ
退
去
す
。
共
の
奮

宅
を
篠
原
二
代
織
部
に
賜
ふ
。
織
部
初
め
の
家
は
不
明
門
の
内
に
て
‘

女
中
小
屋
を
作
ら
れ
、
今
井
愛
に
住
す
。
今
井
屋
敷
是
た
り
と
あ
り
。

。
篠
原
織
部
侮
倍

元
組
織
部
長
次
は
、
篠
原
瀬
助
の
次
男
に
て
、
出
羽
守
一
孝
の
弟
た

り
。
幼
名
彦
四
郎
と
云
ふ
。
六
千
石
賜
は
り
、
俊
安
二
年
に
残
せ
り
。

長
次
に
二
子
あ
り
。
長
男
二
代
織
部
は
五
千
石
を
相
織
し
、
次
男
六

郎
左
衛
門
は
千
石
賜
は
り
た
り
と
云
ふ
。
古
兵
談
強
襲
集
に
、
利
家

卿
芳
春
夫
人
へ
隠
し
給
う
て
侍
女
を
召
仕
は
れ
け
る
に
、
懐
焼
せ
し

よ
し
篠
原
頭
助
能
く
知
り
け
る
ゆ
ゑ
、
私
未
だ
妻
無
v
之
.
此
の
女
を

可
h

被
v
下
と
、
利
家
卿
御
夫
婦
の
御
前
に
て
願
ひ
け
る
に
、
則
ち
被
v

下
た
り
。
依
っ
て
棄
と
友
し
け
る
に
‘
男
子
を
出
産
す
。
是
織
部
た

り
。
故
に
利
常
卿
も
織
部
は
ひ
と
か
た
た
ら
や
御
念
頃
に
被
ν
遊
た

り
と
云
ひ
停
へ
た
り
と
ぞ
。
叉
松
雲
公
夜
話
鍛
に
一
式
ふ
。
利
長
卿
の

時
御
飼
置
被
い
成
鷲
放
れ
‘
御
庭
へ
参
り
け
り
。
篠
原
織
部
十
三
哉
の

時
に
て
、
見
小
絡
に
て
御
近
習
に
罷
在
け
る
慮
、
捕
へ
候
や
う
に
と

被
v

仰
け
れ
ば
、
共
健
走
り
か
L
り
捕
へ
ん
と
す
る
に
、
鷲
に
懸
ら
れ

血
移
敷
出
る
と
い
へ
ど
も
、
少
し
も
ひ
る
ま
や
取
留
め
た
り
。
利
長

卿
殊
の
外
御
血
管
被
v
成
た
る
よ
し
、
中
山
と
云
ふ
女
中
能
く
宛
罷
在
申

上
た
り
。
織
部
は
後
民
、
武
功
も
有
v
之
者
之
由
御
意
也
。
と
あ
り
。

叉
享
保
紀
聞
に
云
ふ
。
徴
妙
公
の
時
金
津
寅
闘
寺
に
て
高
徳
公
の
遠

忌
法
命
執
行
被
v
命
年
寄
中
等
誰
彼
相
詰
め
、
結
願
の
自
に
御
法
事
事

行
石
野
讃
岐
、
黄
色
の
頭
巾
を
被
り
参
詣
す
る
を
.
篠
原
織
部
見
て
、

観
主
催
参
成
徳
ν
勝
哉
と
腹
立
す
。
讃
肢
は
玄
関
を
上
る
時
頭
巾
を
取
・

り
て
何
茂
の
詰
所
へ
来
り
挨
拶
す
。
織
部
共
の
健
援
を
怒
ら
か
し
、

さ
て
/
¥
法
外
千
寓
推
参
の
仕
方
と
さ
ん
ん
¥
に
雑
雲
す
。
讃
岐
以

外
せ
き
た
る
幹
た
れ
ど
も
‘
一
宮
も
出
だ
さ
宇
。
さ
て
御
法
合
相
済

み
た
る
後
、
年
寄
中
始
何
茂
へ
・
向
っ
て
、
先
刻
織
部
の
雑
言
何
茂
御

聞
の
通
り
也
。
首
座
に
打
果
し
可
v
申
と
存
候
へ
共
、
御
法
舎
の
中
ゆ

ゑ
地
忍
仕
た
り
。
最
早
只
今
は
遠
慮
仕
る
事
も
な
〈
、
然
り
と
て
年

罷
寄
候
へ
ば
、
打
果
す
た
ど
h

申
す
儀
に
て
も
無
v

之
候
。
只
今
腹
を

切
可
v
申
と
一
冨
ふ
o
何
茂
立
寄
り
、
成
程
紳
妙
怠
る
被
v
成
方
御
克
也
。

さ
れ
E
も
我
々
共
共
の
遜
に
は
致
し
が
た
く
‘
と
か
く
堪
忍
め
さ
れ

よ
、
此
の
趣
言
上
仕
り
‘
如
何
ゃ
う
と
も
御
存
分
過
に
可
v
仕
と
取
押

、F
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へ
た
り
。
織
都
立
出
で
、
掠
々
・
各
t

は
い
は
れ
ぬ
世
話
を
御
や
き
候
。

讃
岐
め
何
腹
を
切
得
る
者
に
候
哉
、
よ
し
腹
を
切
り
た
ら
ぽ
、
共
の
死

骸
に
腰
懸
け
て
我
等
も
腹
切
り
可
ν
申
也
。
何
の
六
ク
敷
事
も
無
v
之

事
也
0
.

共
の
分
に
御
拾
置
可
v
被
v
成
と
-X
ふ
。
讃
肢
と
か
く
堪
忍
仕

ま
じ
と
云
ふ
に
よ
り
‘
微
妙
公
の
御
襲
に
建
す
る
に
、
讃
岐
申
分
克

干
高
也
。
織
部
儀
武
功
も
有
v
之
者
に
候
閥
、
命
御
も
ら
ひ
被
ν
成
、
盤

居
可
ν
被
=
仰
付
一
是
に
て
讃
岐
堪
忍
仕
候
へ
と
御
意
志
り
。
讃
岐
御
摘

に
、
老
人
の
私
儀
と
か
く
御
意
戎
第
と
奉
v
存
候
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殊
に
結
構
に
被
=
仰

出
-
群
有
‘
い
か
ゃ
う
と
も
御
意
に
任
せ
可
v
申
と
申
上
げ
る
。
依
っ

て
織
部
は
御
挨
持
被
昌
召
放
一
一
能
州
と
や
ら
ん
へ
御
迫
込
被
v
成
、
三
少

年
相
立
被
=
召
返
一
跡
々
の
如
く
奉
仕
す
。
聾
居
中
も
度
々
御
茶
・
御
菓

子
等
被
v
下
、
御
個
の
事
ど
も
有
り
し
と
ぞ
。
右
讃
岐
せ
が
れ
の
代
に

盗
賊
に
切
ら
れ
て
死
す
。
大
い
に
寄
膏
た
る
者
に
て
、
女
許
り
召
仕

ひ
居
た
り
と
云
ふ
。
讃
岐
は
家
緑
七
千
石
を
領
し
、
奥
力
廿
四
人
付
け

ら
れ
、
身
に
賞
る
知
行
は
僅
か
友
h
y
o
お
奥
力
の
内
無
理
成
る
事
申
し

か
け
成
敗
す
。
共
の
外
非
義
の
事
多
〈
有
v
之
故
、
相
残
る
輿
力
ど
も

臭
村
河
内
ま
で
‘
讃
岐
路
居
仰
付
ら
れ
、
せ
が
れ
牛
左
衛
門
御
立
被
v

下
や
う
に
願
ひ
け
り
。
此
の
願
不
昌
呼
明
-
う
ち
、
二
・
三
ヶ
年
の
間
‘
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手
前
が
事
訴
へ
申
儀
不
屑
た
り
と
て
、
興
カ
知
行
も
渡
ら
4
1
0

か
ゃ

う
の
事
ど
も
に
付
き
、
遂
に
讃
岐
奥
力
御
改
ロ
切
な
り
と
ぞ
。
按
宇
る

に
、
右
喧
嘩
の
事
件
は
古
兵
談
磁
褒
集
に
‘
寛
永
五
年
三
月
高
徳
公

三
十
三
回
の
御
法
曾
の
時
、
石
野
讃
岐
と
篠
原
織
部
と
雨
人
は
御
法

合
奉
行
を
勤
め
け
る
に
、
貧
困
寺
に
於
て
口
論
し
、
織
部
は
知
行
被
-
-

召
放
一
一
法
外
の
仕
方
也
と
て
‘
悶
，
嶋
へ
迫
込
被
v
成
け
り
。
織
部
同
，

嶋
に
居
る
内
、
紀
州
公
よ
り
六
千
石
に

τ
被
v
招
け
る
に
、
辱
き
次

第
友
れ
ど
も
‘
乞
食
を
し
て
も
加
・
越
・
能
三
州
の
地
を
出
づ
る
了
簡

伊
之
と
断
り
け
る
。
共
の
頃
利
常
卿
よ
り
御
餌
柄
の
雁
と
御
茶
と
を

下
さ
れ
、
百
日
許
過
ぎ
て
召
返
さ
れ
し
と
ぞ
。
今
按
宇
る
に
、
国
ー

嶋
は
加
賀
園
河
北
郡
二
俣
の
隣
邑
に
て
‘
戸
室
山
の
麓
た
り
。
戸
室
.

山
は
則
ち
悶
，
嶋
村
の
地
に
鳳
し
け
る
程
の
深
山
幽
谷
の
僻
村
た
る

に
、
此
の
地
へ
迫
込
み
置
か
れ
た
り
し
か
ど
召
返
さ
れ
‘
家
総
元
の
如

〈
賜
は
り
た
り
と
云
ふ
。
叉
関
屋
政
春
の
古
兵
談
に
、
微
妙
公
小
松

へ
御
隠
居
被
v
成
、
筑
前
公
よ
り
金
揮
に
様
現
堂
御
建
立
被
v
成
。
落
成

の
後
、
微
妙
公
江
戸
よ
り
小
松
御
蹄
減
の
頃
、
金
津
植
現
堂
へ
御
粧

品争被
v

成
‘
御
下
向
に
篠
原
織
部
が
宅
へ
御
立
寄
歩
成
け
る
底
、
織

部僻拙
ν有
事
と
て
取
奇
羅
め
く
事
茜
し
‘
御
立
の
御
跡
に
て
、
織
部
各




